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町田市は新しい会計制度を導入しました町田市は新しい会計制度を導入しました全国の市区町村
で初めて！
全国の市区町村
で初めて！

　新公会計制度導入後初めての決算に伴い、270の事業について「事業別財務諸表」を作成しました。
これにより事業の有効性や効率性を改めて検証し、行政マネジメントに活用していきます。

270事業の事業別財務諸表のうち、市民の皆さんに身近な行政サービス6事業について、単位あたりのコスト（例・学童保育
入会児童1人あたり、給食1食あたり等）がどれくらいかかっているのかを紹介します。

　町田市の財政状況について、市民の皆さんに、より分かりやすくご報告するために、
「ANNUAL REPORT 町田市の新公会計制度による平成24年度決算報告書」を作成し
ました。
　町田市ホームページでご覧いただけるほか、各市立図書館（さるびあ図書館は3月末
まで休館）、各市民センターなどでも配布しています。

　事業別財務諸表を整備したことにより、これまで分からなかった事業の本来のコストが明らかになり、事業のより詳細な分析を行えるようになりま
した。それと同時に事業の課題も明らかになりました。市では、事業別財務諸表について市民の皆さんの課題解決に向けたご意見・アイデアを募集し
ています。専用アドレス（遍mcity1420@city.machida.tokyo.jp）宛に電子メールでお寄せ下さい。いただいたご意見は後日、町田市ホームペー
ジで公表させていただきます。
　270事業の事業別財務諸表は町田市のホームページでご覧いただけます。インターネットで町田市事業別財務諸表と検索して下さい。

学童保育クラブ入会児童数
2873人

施設の利用者負担の割合
18.03％

月別被保護世帯数の平均
4737世帯

年間入館者数
9171人

施設の利用者負担の割合
1.1%

ごみ・資源の収集量
8万7200t

年間延べ給食提供食数
469万5086食

蔵書数
60万1999点

○事業の成果と関連づけたコストが分かります
○事業ごとの資産・負債が分かります
○財務分析による事業ごとの課題が分かります

　町田市は、2012年4月に全国の市区町村で初めて、企業会計方式（複式簿記・発生主義）による新公会計制度を導入し
ました。この度導入後初めての決算を終えましたが、新公会計制度による決算では、減価償却費なども含んだ事業の本来
のコストやストック（資産・負債）の情報も明らかになっています。

連結財務諸表（一般会計、特別会計に外郭団体などを含めた財務諸表）

270事業の事業別財務諸表を作成しました

さらに詳しく市の財政がご覧いただけます

事業ごとに、利用者１人あたりのコストや入館者１人あたりのコストが分かるようになりました

町田市は、市民の皆さんと一緒に課題の解決に取り組んでいきます！

事業別
財務諸表
の特長

学童保育事業

生活保護事業 博物館事業 廃棄物収集事業

小学校給食事業 中央図書館事業

町田市事業別財務諸表

民間企業の損益計算書に相当するもの
で、これまで分からなかった人件費や
減価償却費などを含めた本来のコスト
が分かるようになりました

行政コスト計算書

行政収入（市税、使用料など） 2433億円
行政費用（人件費、社会保障
給付費、補助金など） 2403億円

その他 △62億円
当期収支差額 △32億円

(2012年4月1日～ 2013年3月31日)

１年間の現金の出入金額と
その理由を表しています

キャッシュ･フロー計算書

行政サービス活動
収支差額 77億円

社会資本整備等投
資活動収支差額 △83億円

財務活動収支差額 17億円
前年度からの繰越金 114億円
形式収支 125億円

(2012年4月1日～ 2013年3月31日)

１年間の貸借対照表上の
純資産の変動要因を表し
ています

純資産変動計算書

前期末残高
(2012年3月31日) 1兆3455億円

 当期変動額 40億円
当期末残高
(2013年3月31日) 1兆3495億円

(2012年4月1日～ 2013年3月31日)

これまで分からなかった公共施設や道路な
どの資産価格を算定し、町田市の保有して
いる資産として、貸借対照表に計上してい
ます

貸借対照表

現金 125億円 地方債（市債） 1397億円
土地 1兆1742億円 その他 1671億円
建物 1271億円 負債合計 3068億円
その他 3425億円  純資産 1兆3495億円

資産合計 1兆6563億円 負債 ･純資産合計 1兆6563億円

(2013年3月31日時点)

入会児童1人あたりコスト
年間36万4724円

給食1食あたりコスト
275円

蔵書１点あたりコスト
1009円

被保護世帯1世帯あたりコスト
年間265万6941円

入館者１人あたりコスト
1万4830円

ごみ・資源の収集量
1tあたりコスト

2万3円


